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〔要旨〕 推移確率が知られているときのマルコフ決定過程 (M. D. P.) の研究は，これまで多くなされてい

て. state space. action space がともに有限であるときは，平均最適政策の存在と，その求め方(アルゴ

リズム)は知られている.また推移確率に未知母数が含まれている場合の M.D.P. のベイズ的解析は，縮小

決定過程に対して. J. J. Martin (1967) らによって行なわれたが，その有効性については，明らかではな

い.本論文は. state space. action space. parameter space がすべて有限である場合の M.D.P. の平均

最適政策について論じる.各期での action の選択を次のように行なう政策を提案する.すなわち“ t 期

までの履歴 ht=(so. ao. ...• at_lo St) から未知母数の最尤推定を求め，推定値が未知母数の真の値であると

して，未知母数を含まない M.D.P. の平均最適政策に従って . t 期 (t=O.l. …)の action を選択する"

なる政策は，ある条件のもとで，未知母数を含む M.D.P. の平均最適政策となっていることが示される.
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〔要旨〕 本論文は，著者の前論文“GI/M/1 Priority Queue" (JORSA. 1969) の拡張である. 前論文に

おいては，優先権をもっ客ともたない客のサーピス時間分布が同じであるとし，また pre-emptive の場合
作る 作る

だけをとり扱っていた.ここでは，サーピス時間分布を混合アーラン分布I]乃島 (x). 2J JI=l として

いる.混合アーラン分布のサーピスに対する具体的な結果は pre-emptive な場合にしか出していない

が，一般の場合にも同様に拡張されることを指摘している.優先権をもっ組ともたない組の，同時の待ち

行列の長さの分布に対する母関数が与えられる.また，待ち時間分布のラプラス変換形も得られている.
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〔要旨〕 一般分布に関するとり扱いは，従来，すぐ前の再生点からの補助変数を用いて， コルモゴロフの

前向き方程式によってなされてきた.それは必ずしも有効とはいえない.

MfGfl のモデルで，補助変数をサーピス開始からではなく，サーピス終了までの時間にとることによっ

て，境界条件の積分方程式が不要となり，解析が簡単になる それにより，優先権などのより複雑なモデ

ルもとり扱いやすい.

G/Mf1 については，すぐ前の客の到着時点からの補助変数を用いる場合と，次の客の到着時点への補助

変数を用いる場合とを，ともに後向き方程式を用いて比較している.
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〔要旨〕 一般に二つのシステムの使用法が考えられる.一つは常にシステムを使うという方法であり，他

はシステムを間欠的に使うという方法である.この論文では，予防保全を考慮、した間欠的に使用されるシ

ステムについて議論する.

間欠的に使用されるシステムに対して. disappointment time を定義する.そのとき. 1 ユニット・シ

ステムに対して，予防保全を考慮したときの disappointment time の分布の Laplace-Stieltjes 変換およ

びその平均時聞を求める.さらに，ある条件のもとで，予防保全政策が平均時間の意味で効果的であるこ

とも示す.とくに，予防保全政策の異なる二つのモデルについて議論する.
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